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物  質  名 p-クロロアニリン ＤＢ－18 

別   名 
4-クロロアニリン 
 
 

C A S 番号 106-47-8 
PRTR 番号 第 1種 72 
化審法番号 3-194 

構 造 式 
 
 
 
 

分 子 式 C6H6ClN 分 子 量 127.57  
沸 点 232 ℃ 1） 融 点 72.5 ℃ 1） 
蒸 気 圧 0.027 mmHg (26℃) 2） 換 算 係 数 1 ppm = 5.01 mg/m3 (25℃) 
分 配 係 数（log Pow） 1.83 3） 水 溶 性 3.9 g/L 4） 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 100 mg/kg 5)  
 マウス 吸入 LC50 250 mg/m3 (6ｈ) 5)  
 ラット 経口 LD50 300 mg/kg 5)  
 ラット 吸入 LC50 2,340 mg/m3 (4ｈ) 5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・Fischer 344ラットに 0、12.5、25 mg/kg/dayを 78週間混餌投与した結果、25 mg/kg/day群の
雄で死亡率の有意な増加、雌で体重増加の有意な抑制を認めた。また、12.5 mg/kg/day 以上
の群で脾臓莢膜の変性（被膜下の間充織増殖による巣状の線維症）を認め、25 mg/kg/day群
では脾臓実質の線維症又は脂肪浸潤がみられた。この結果から、LOAELは 12.5mg/kg/dayで
あった 6)。 
・B6C3F1マウスに 0、2,500、5,000 mg/kg/dayを 78週間混餌投与した結果、2,500 mg/kg/day以
上の群で体重増加の抑制を認めた 6）。雌雄ともに、有意な血管腫瘍の増加を認めた。この結

果から、一般毒性について LOAELは 2,500 mg/kg/dayであった。 

生生生    殖殖殖    ・・・    発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・報告は得られなかった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質に暴露した作業員とグルコン酸クロルヘキシジンに暴露した保育器内の新生児につい

て、メタヘモグロビン血症が報告されている。メタヘモグロビン血症は、循環する N－ヒド
ロキシ p－クロロアニリン代謝産物の存在と関連しており、また、グルコン酸クロルヘキシ
ジンは自然に p－クロロアニリンに分解するとの知見がある 7,8,9,10)。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：2Ｂ 7) 

  実験動物では発がん性が認められるものの、ヒトでの発がん性に関しては十分な証拠がない
ため、IARCの評価では 2B（ヒトに対して発がん性が有るかもしれない）に分類されている。
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許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH  －  
 日本産業衛生学会 －  

 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ラットの中･長期毒性試験から得られた LOAELは 12.5 mg/kg/day（脾
臓莢膜の変性）を採用し、LOAELであるために 10で除した 1.3 mg/kg/dayを暫定無毒性量等に
設定する。 
 吸入暴露については、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
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